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前線説をおくらせた高層観測

　極気団と熱帯気団の間に極前線（polar　front）を：考

え，一連の低気圧活動を体系的に考えることは，今より

40年以上も前に，ノルウェーのビヤルクネス親子を中心

とするノルウニー学派によってうち立てられた気象学上

の大きな進歩であることはよく知られたことだろう．

　ところで，これよりも13年ほど早く，この考え方の門

口まできていた人達があった．それはイギリスのショウ

とレンプフェールト（W．N。Shaw＆R・G・K　Lempfert）

である．彼等は1906年に“地上気流の生活史”という論

文を書いたが，これは非常に多くの天気図を使って，低

気圧のまわりの地表気流をしらべ，低気圧中の降雨はそ

の中にみられる二つの不連続な線にそって集中している

ことを見出したものである．彼等は低気圧は暖気と寒気

の斗争の場として考えたのである．

　これは全く前線説の一部とみてもさしつかえないこと

なのだが，ショウがこの考えをさらにおしす㌧め，体系

的な前線説にまで持ってゆけなかったのは，実は高層観

測の成果がジャマをしたのである．

　ちょうどそのころイギリスのダインス（W・H・Dines）

は沢山の高層観測の資料を整理した結果，9kmにおけ

る気圧の平均からの偏差と，1－9kmの平均気温が非

常に高い相関があるという有名な関係を見出した（扮

12）．この相関は他の高度にくらべてとくに9kmの高さ

で高い相関を示したので，このことからダインスは低気

圧の起原は9kmの高さにあることを推論した．

　週末の休みをベンソン（Benson）でダインスと共にす

ごしたショウは，このことをダインスからきかされ，あ

まりにも相関がよいので，低気圧9km起原説を信ずる

ようになってしまった．

　このことがあってからのちシ・ウは低気圧の地表構造

について興味を失い，自分の論文の成果を日々の天気図

に適用してみるということもしなかった．このようにし

て前線説の門口にまで来ていたシ・ウはさらに一歩をす

㌧めることをせず，極前線説の輝「しい成果をノルウェー

学派にゆづってしまったのである．

（D．ブラント（1956）：イギリス気象局の100年，Sci－

ence　Progress　Vo1．XLIV　p．193～207より根本順吉氏

抄訳）
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